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目 的
大学１年生の男子と毎年４月に会話をすると, 下宿生活を
始めて困っているのは ｢食べること｣ だという返事が返って
くる｡ 今日は何を食べようかと考えることも少し苦痛だなど
という返事もある｡ 女子学生でも, 朝食はカロリーメイト
(栄養食品) を食べ, 昼食は大学の学生食堂で, 夕食は惣菜
を買って来てテレビを見ながら楽しく下宿でという毎日が続
き, 料理を作らないで ｢食べること｣ をし続ける者もいるこ
とが報告されている1)｡ 学生を取り巻く食生活環境は, 調理
の必要性を感じさせない状況にあることも, 現実であること
が分かる｡ 入学当初は, 食べる料理の選択に困っても, 惣菜
やテイクアウト弁当を食べる生活を繰り返しているうちに,
自然にそれがパターン化して, 疑問を感じても, 楽だから続
けてしまうことになる｡ しかし, このような食事を摂り続け
ていると, 栄養的にはある程度充足されるが, 家庭で食べた
好みの味覚の料理が食べたくなる｡ 自分の好みの味の料理を
作ることはないのだろうかと疑問に思い, 大学生は, どの程
度の調理技術を持ち, どのような料理を作れるのか知りたい
と考えた｡ 女子学生の調理技術の習得を巡っては, 針谷論文
Ⅰ2)と針谷論文Ⅱ3)とがあるが, 前者では, 女子学生は調理技
術を, 主に家族から (40.3％) 習得していることを明らかに
している｡ 後者では, 入学後の自炊生活で良好な食事を作っ
て食べているのは, 大学入学前に, 家庭で, 豊富な調理経験
をした者であるとしている｡ これら二つの論文の調査対象は
女子学生58人 (対象は双方同一) であり, 総調査対象数も少
なく, 男子学生は含まれていない｡ さらに, ｢家族｣ との関
連において調理技術の習得状況を見たもので, ｢母｣ との関
連においてそれを見たものではない｡ そこで, 本研究では,
男子学生も含めて, 学生500人を対象とし, 母の調理技術が,
大学生にどのように継承されているのかを, 作れる料理名を
調べることによって明らかにする｡ ここで, 母の料理との関
連において論ずる理由は次の通りである｡ 調査をするに当た
り, 日常の食事は主に誰が作るのかを記入してもらい, その
者が作る料理について回答してもらったが, 大多数が ｢母｣
と記入した4)｡ この結果から, 現実的にも, 食事作りは母の
役目になっていることを納得し, ｢母｣ との関連において論
じた訳である｡
その視点としては, 次の４点を用意した｡ 1)大学生が母の
料理をどのように受容し, 2)母が日常よく作る料理の中で,
大学生が自分で作れる (本を見ないで, 誰にも聞かないで)
料理は何かを明らかにした｡ 加えて3)４～５月の時期の大学
１年生と２～４年生とを比較し, 学年進行 (生活経験の多少)
によって, 作れる料理数の増加状況を明らかにして, 大学生
活における調理技術の向上がなされているかどうかを検討し
た｡ 上記1)～3)については男女別に検討したが, この理由は,
空腹を充足するために食事を用意できる能力は, 男女を問わ
ず人間として必要であり, 男女差があるのは望ましくないと
いうものである｡ 平成６年度から家庭科は小・中・高校と男
女必修になったが, その理由も, 人間として自己の衣食住生
活を管理できる能力を養成するためである｡ 自己の食事を用
意できる能力も, この家庭科男女必修の理由に求められる｡
最後に, 上記1)～3)の結果を検討した上で, 4)自分で食事を
用意できる能力を養成あるいは向上させるためにその契機と
なる方法を提案する｡ 小・中・高校生及び大学生を取り巻く
食生活環境は, テイクアウト弁当, 冷凍食品などの氾濫によ
り, 外出先でも家庭でも調理をしないで空腹を充たせるよう
に変化している｡ 家庭科教育ではこの視点からの指導が弱い｡
実状に合う現実的・実際的な調理技術や食事の摂取方法を指
導する必要がある｡
この研究結果は, 学生の食生活を実際的に高めることに役
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立つ｡ 加えて, この結果を重要な基礎資料として, 家庭科教
育に有効に生かす事ができると考える｡
方 法
調査対象および方法
調査対象は, 富山大学に在籍する学生で, 男女各250人ず
つ合計500人である｡ 調査対象の選定に当たっては, 母の料
理による影響のみを受けていることを条件としたいため, 祖
母との同居経験を全く持たない者のみを選定した｡ 祖母との
同居経験があると, 祖母が調理している場面を意図的あるい
は無意図的に見ることにより, 特定の料理を作るための調理
法を習得する可能性がある｡ さらに, 祖母の調理した料理を
食べることにより, 祖母の料理・味付けに自然に親しむこと
が考えられる｡ これらの理由から, 祖母との同居経験を持つ
者を除いた｡ 調査対象は母との同居経験しか持たない者とし
たので, 母の影響 (調理法・料理) しか受けておらず, 母と
祖母の影響 (調理法・料理) のどの影響であるか, 区別でき
ないという誤差は出ない｡
学年別には, １年生と２～４年生がほぼ同数になるように
サンプルを集めた｡ 構成比は, １年生は男子52.0％, 女子
44.8％であり, ２～４年生は男子48.0％, 女子55.2％である｡
調査時期は2003年４月～５月であり, １年生はまだ入学当
初で, 外食のみの食生活にするか, 自分でも作るかなど, 自
己の食生活のパターンを確立していない時期に当たる｡ さら
に家を離れて下宿などを始めた者にとっても, まだ, 母の料
理に対する認識は, ２～４年生よりも鮮明な時期である｡ こ
の１年生と２～４年生についての違いをみるためには, 適切
な時期である｡
調査方法は, 自記式アンケートを用いた｡ 富山大学の工学
部・理学部・人文学部・経済学部などの各学部の複数の教官
に依頼して, 授業終了後, 学生の持つ自由時間をアンケート
を記入するために提供してもらうべく取り計らってもらい,
実施した｡ 記入した後に回収したところ, 男子の有効回収数
は250であった｡ 女子の数も, 統計的処理の都合上, 250にし
て集計した｡
主な調査項目は次のものである｡
①学年 ②性別 ③出身県 ④父母の出身県
⑤結婚後の料理への対応 ⑥おふくろの味伝承希望の有無
⑦母の料理作りの情報源 ⑧母の献立作成のし方
⑨母の栄養知識の有無 ⑩母の料理上手さ
⑪母の得意料理 ⑫母の年齢
⑬母が日常よく作る料理 ⑭母が日常よく作る料理の中で
自分が作れる料理
結 果
１. 対象とした者の属性
１)大学生の出身県
出身県別に見ると, 富山県出身者は女子に多く40.8％を占
めるが, 男子は22.4％で少ない｡ 全体的には, 男女ともに他
府県出身者の割合が多い｡
2) 父母の出身県
富山県出身の父は女子については37.6％で, 男子の23.6％
よりも若干多い｡ 富山県出身の母は, 女子については38.8％
で, 男子の24.8％よりも若干多い｡
3) 同居家族数
家族が４人以下の者が多く, 男子は63.6％, 女子は65.6％
である｡ 次いで多いのは, 家族が５～６人の者で, 男子は
36.0％, 女子は33.6％である｡ 家族が７人以上の者は, ごく
少なく, 男女の順に0.8％, 0.4％である｡
4) 母の年齢
表１から見ると, 男女大学生の母は両者共通に46～50歳の
者が最も多い｡ 男女間に有意差は認められない｡
5) 母の職業
有職の母は, 男女共通に約７割おり, 男子68.4％, 女子
72.4％である｡ 無職の母は順に31.6％, 27.6％である｡ 男女
間に有意差は認められない｡
２. 母の日常よく作る料理に関する認識
ここであらかじめ次の２点を断っておきたい｡ それらは,
用意した50項目の料理について男女別に見ると, ①富山県出
身の母と他府県出身の母が作る料理には, ｔ検定の結果有意
差が認められないこと, ②富山県出身の学生と他府県出身の
学生が自分で作れる料理には, ｔ検定の結果有意差が認めら
れないこと, である｡
1) 料理の情報源
母が料理に関する情報源として活用している, と大学生が
考えているものは (複数回答), 雑誌が第１位で (男女の順
に51.2％, 55.6％), 第２位はテレビ (34.8％, 50.4％) であ
る｡ 次いで, クチコミ (24.4％, 39.6％), 新聞 (6.8％,
16.0％) である5)｡
2) 献立の作成
男女の約４割が, 母は ｢子ども中心｣ に献立を作成すると
している (42.4％, 40.8％)｡ 母は ｢自分中心｣ に作成する
とする者は, 男子22.4％, 女16.8％である｡ ｢その他｣ は,
男子45.4％, 女子54.6％を占めるが, この内訳は ｢夫中心｣,
｢夫と子ども中心｣, ｢家族全員の好み｣ に合わせて作成する
などが含まれる｡
3) 栄養知識
母は栄養知識があると見做す者が男女ともに半数以上おり
(男子49.6％, 女子57.2％), 母の栄養知識はある程度評価さ
れている｡ 一方, 栄養知識があるかどうか分からないとする
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表１ 母の年齢
男女各N=250(％)
性別 41～45歳 46～50歳 51歳～
男子
女子
40.4
38.4
47.2
44.8
12.4
16.8
者もおり (男子41.2％, 女子35.6％), 母の現実を知らない
実態も窺える｡ 栄養知識がないとする者はごく僅か (男子
9.2％, 女子7.2％) である｡ 男女間に有意差は認められない｡
4) 料理上手さ
母は料理が上手であると見做す者が, 男女ともに約７割い
る (男子66.0％, 女子73.2％)｡ 上手か下手か分からない者
は, 男子に多く26.6％ (女子18.4％) である｡ 男女間に有意
差は認められない｡ 母が料理上手だと見做す者ほど, 母は栄
養知識があると考えている｡ この傾向は男女に共通である｡
5) 得意料理
複数回答で記入してもらったところ, 母の得意料理は和風
料理であるとする者が多く, これは男女に共通である (男子
76.4％, 81.6％)｡ 和風料理以外であるとする者は少ない
(男子14.4％, 女子16.8％)｡ 母の年齢別に見ると, 51歳以上
の母は, 和風料理が得意であるとしており (男子93.5％, 女
子92.9％), これは男女に共通である｡ 一方, 45歳までの母
は和風料理以外が得意であるとする者も, 46－50歳, 51歳以
上の母と比べると若干多い傾向がある (男子21.8％, 女子
16.0％)｡
6) 冷凍食品の利用
男女ともこれを利用しない母が多く (男子60.8％, 女子
56.8％), 利用する母はやや少ない (男子39.2％, 女子43.2％)｡
男女間に有意差は認められない｡ しかし, 男女別に, 母が有
職か無職か別に冷凍食品の利用状況を見ると, 有職の母はこ
れの利用度がやや高く (男子76.5％, 女子75.9％), 無職の
母の利用度 (男子63.2％, 女子69.7％) を越えている6)｡ 母の
年齢別には相違はない｡
7) 行事食
行事食を作る母は, 男子54.4％, 女子56.8％で, 男女の約
半数の母がこれを作る点が共通である｡ 作らない母は, 男子
34.8％, 37.2％で男女共通に約３割である｡ 男女間に有意差
は認められない｡ 母の年齢別に見ると, 相違があり, 51歳以
上の母は約６割がこれを作ると男女共通に認識している (男
子61.5％, 女子64.1％)｡
３. 母が日常よく作る料理と大学生の継承
調査項目である料理名の設定については, あらかじめ男女
大学生に, 母が日常よく作る料理名を記してもらい, それら
を集計して比率の高い順に料理名を48項目選択した｡ それら
に, 富山県の郷土料理である ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣
の２項目を加え, 全部で50項目用意した｡ その結果, 和風料
理は31項目, 洋風料理は12項目, 中華風料理は５項目になっ
た｡ それら50項目に対して, 男女大学生に, 自分の母が日常
よく作る料理に○印をつけてもらった｡ 次にその中で, 母が
作るから自分も作れるようになった料理に○印をつけてもらっ
た｡ つまり, 母が作るのを何度も見た経験から, あるいは母
から直接的に作り方を教えてもらって, 母の作る料理を習得
して, 自分で (母に聞かずにかつ本を見たりしないで) 作れ
るようになった料理を調べた訳である｡ 母の料理の継承とい
う視点からの調査である｡ ここで, 男女に共通に見られる次
の点を記しておく｡ すなわち, 母が日常よく作る料理数を少
数しか認識していない場合は, 自分も料理を少数しか作れな
いが, 母が日常よく作る料理数を多数認識している場合は,
自分も料理を多数作れることである (男子Ｐ＜0.005 , 女子
Ｐ＜0.005 )｡ 自分で作れる料理数の多い者について, 男女
別に, 50項目に対して料理を作れる比率をｔ検定したところ,
有意差が見られた (Ｐ＜0.01)｡
1) 母親が日常よく作る料理と大学生の作れる料理との相
関
表２から見ると, 母親が日常よく作る料理名の認識は7),
男女によって３項目が異なる｡ 男子は15位ハンバーグ, 19位
トンカツ, 20位冷奴を挙げているのに対して, 女子はこれら
を挙げておらず, 代わりに12位酢の物, 19位焼きそば・焼き
うどん, 20位きんぴらごぼう, を挙げている｡ 一方, 男子は
女子の挙げているこれらの３項目を挙げていない｡ そこで,
性別に, おのおの第20位まで, 母と男子, 母と女子の相関係
数を求めた｡ 具体的には, 第20位までの各料理について, 母
の作る比率と男女大学生が各々自分で作れる比率とを対応さ
せて, 相関係数を求めた｡ その結果, 母と男子については相
関係数が0.71722であり高い相関が見られた｡ 母と女子のそ
れは0.66122であり, かなりの相関が見られた｡ ここで女子
については特に, 日常, 食事作りを担当している26人につい
ても (男子は０人), 母との相関係数を求めると0.68382であ
り, 女子一般よりも若干高い相関が見られた｡ これらの結果
から, 母が日常よく作る料理は, 大学生に継承されているこ
とが窺える｡
2) 大学生が作れる料理
母が日常よく作る料理の中で, 大学１年生男女が作れると
回答した料理名を, 上位17位まで表３に示す｡ 上位17位と言
う意味は次の２点による｡ ①上位17位までに含まれる項目の
うち, 16項目までが男女に共通であるので比較が可能なこと
(18位以下は男女で異なる), ②18位以下の項目は, 男子が作
れると回答した比率があまりに低い (16.2％以下) ので, 検
討の意味がないこと, である｡ ①で１項目のみ男女間で異な
るとしたが, それは, 男子の16位 ｢親子丼｣ と女子の14位
｢野菜の煮物｣ である｡ これらは男女の双方からは選択され
ていない｡ 男子の好みは主食・主菜・副菜をすべて含んでい
る ｢親子丼｣ などの丼物であろう｡ ｢野菜の煮物｣ は, いつ
も同じ出来上がりにするための調理技術が難しい｡ 男子は調
理時間の短かい料理を作れることが, 上位４項目中３項目が,
炒める・焼くという料理である (炒め物・チャーハン・焼き
そば焼きうどん) ことからわかる｡ 女子もこれら３料理は上
位７項目中に位置を占めるので, 男子と同様のことが言える｡
男女とも調理技術の中で, 最も簡単な技術が使用されている
ので, 母から習得する料理は短時間で作れる料理からである,
と言ってよい (母もこれらを高い比率で作ってはいるが)｡
このことから料理を教える初歩は炒め物が適当であろう｡
次いで, ２～４年生男子が作れるとした料理名を上位17位
まで並べると, １年生男子と全く同一である (比率が異なる
ので, 順位は異なるが)8) ｡ 女子についても男子と同様に,
１年生と２～４年生の２区分において, それぞれ上位17位ま
母の料理の受容
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で自分で作れる料理名を並べると, 全く同一の料理名が並ぶ
(もちろん比率が異なるから順位は異なるが)｡ 大学に入学し
たばかりの１年生と２～４年生の意識において相違があるか
否か調べるために, ｔ検定を行ったところ, 図１のような結
果が得られた｡ 男子の場合は, １年生と２～４年生とを比較
しても, 作れるという意識に相違は見られないが, 女子の場
合は, １年生と２～４年生とを比較すると, 作れるという意
識に相違が見られる (Ｐ＜0.01)｡ 男子は学年が進行しても
調理技術を伸ばさない傾向があるが, 女子はそれらを伸ばす
傾向があると考えられる｡ 女子の方が, 料理を作る機会が何
らかの理由で多いのであろう｡ 料理に対する関心度も, 女子
の方が高いためかも知れない｡ もちろん, 男女共通に日常,
家庭でよく食べる特定の料理の作り方を, 初めて習得したの
は家庭であろうから, 母からであろう｡
3) 母の料理伝承希望別に見た要素
母の料理をわが子に伝承したいと希望する男女大学生は,
母の料理に対して深い愛着を持つと考えられるから9), それ
らを自分で作れる比率も高いことが予想される｡ そこで, 次
のａ, ｂ, ｃについてｔ検定を実施した｡ その結果, ｂとｃ
については有意差が認められた｡
ａ. 母の料理を伝承希望群男子と非希望群男子 (各群につ
いて上位20項目) →有意差なし
ｂ. 母の料理を伝承希望群女子と非希望群女子 (各群につ
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(％)表２ 母が日常よく作る料理 (上位20位)
男 子 Ｎ＝250 女 子 Ｎ＝250
１ みそ汁･豚汁･けんちん汁 ９０.０
２ カレーライス ８６.０
３ 炒め物(野菜･野菜と肉など) ８１.２
４ 焼魚(アジの塩焼きなど) ７９.２
５ 肉ジャガ ７７.６
６ サラダ(ポテト･野菜など) ７２.８
６ 卵料理(目玉焼き･ｵﾑﾚﾂなど) ７２.８
８ チャーハン ６８.８
８ 野菜の煮物(かぼちゃなど) ６８.８
10 そうめん･うどん･そば ６２.４
11 シチュー ６２.０
12 てんぷら(野菜･肉など) ６１.６
12 煮物(野菜と肉の取り合わせ) ６１.６
14 炊き込み御飯(五目･栗･筍･かき) ６０.４
⑮ ハンバーグ ５８.０
15 煮魚(かれいの煮付けなど) ５８.０
17 おでん ５７.６
18 おひたし(ほうれんそうなど) ５６.０
⑲ トンカツ ５４.８
⑳ 冷奴 ５３.６
１ みそ汁･豚汁･けんちん汁 ９２.０
２ カレーライス ８９.２
３ 野菜の煮物(かぼちゃなど) ８７.６
４ 炒め物(野菜･野菜と肉など) ８５.２
５ 焼魚(アジの塩焼きなど) ８４.０
６ 肉ジャガ ８３.６
７ サラダ(ポテト･野菜など) ８３.２
８ 卵料理(目玉焼き･ｵﾑﾚﾂなど) ８０.８
９ おひたし(ほうれんそうなど) ７５.６
10 煮物(野菜と肉の取り合わせ) ７１.２
11 おでん ７０.８
⑫ 酢の物(わかめときゅうりなど) ７０.０
12 そうめん･うどん･そば ７０.０
14 シチュー ６９.６
14 煮魚(かれいの煮付けなど) ６９.６
16 炊き込み御飯(五目･栗･筍･かき) ６８.６
17 チャーハン ６８.０
18 てんぷら(野菜･肉など) ６７.６
⑲ 焼きそば･焼きうどん ６６.０
⑳ きんぴらごぼう ６５.６
男女共通17項目のｔ検定：Ｐ＜0.005
注：番号を○で囲んだものは, 男子のみ, 女子のみから選択された項目
図１ 学年別自分で作れる料理
いて上位20項目) →Ｐ＜0.01
ｃ. 母の料理を伝承希望群男子と伝承希望群女子 (各群に
ついて上位14項目) →Ｐ＜0.01
ａとｂの結果から, 男子の場合は伝承希望群と非希望群間に
おいて, 自分で作れる料理の比率に相違はないが, 女子の場
合は相違のあることが分かる｡
また, 母の料理を我が子に伝承したいと希望する男女は,
母の料理には ｢我が家の料理・味｣ と自慢できるものがある,
としているのが特徴である｡ これは男女間に有意差が認めら
れる (Ｐ＜0.005 )｡
次に, 母の料理を我が子に伝承したいと希望する男女は,
結婚後, 夫 (妻) の好みの料理への対応をどう考えているか
見ると, 自分と夫 (妻) との折衷案を作り出したいとする者
が多い (男子45.9 ％, 女子61.5％)10) ｡ 男女間に有意差は認
められない｡
母の料理を我が子に伝承したいと希望する男女は, 母は料
理が上手であり栄養知識も持っていると考えている｡ 男女間
に有意差は認められない｡
４. ｢おふくろの味｣ と ｢行事食｣ の継承11)
いわゆる ｢おふくろの味｣ と ｢行事食｣ について述べるに
当たり, 次の点を記しておく｡ 表４から見ると, ｢おふくろ
の味｣ と ｢行事食｣ は, 大学生が作れない料理の中に分類さ
れる｡ これらの13項目の料理を大学生が作れない理由は, 次
の①と②によると考えられる｡ ①作り方が難しいこと, ②母
が, 頻繁には作らないものも含まれること (表５と表６の母
の作る比率を参照), などである｡ ①と②の理由で, 大学生
には作り方が習得されないのであろう｡
1) ｢おふくろの味｣
いわゆる ｢おふくろの味｣ である料理を４項目用意し, 男
女大学生が, どの程度それらを自分で作れるかを尋ねた結果
を表５に示す｡ 表５から, これらを男女はあまり作れないと
見做してよい｡ 特に男子は作れない傾向が顕著である｡ ｔ検
定の結果, 男女間には有意差が認められた (Ｐ＜0.05)｡
次に, いわゆる ｢おふくろの味｣ を, 一般的に考えて, 伝
承していくのがよいという立場をとる者は, 敷延して, 母の
日常よく作る料理にも深い理解を持っていると考え, 自分で
母の料理の受容
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(％)表３ 大学１年生が自分で作れる料理 (上位17位)
男 子 (Ｎ＝99) 女 子 (Ｎ＝108)
１ カレーライス ６１.６
２ 炒め物(野菜･野菜と肉など) ５５.６
３ チャーハン ４７.５
３ 焼きそば･焼きうどん ４７.５
５ 卵料理(目玉焼き･ｵﾑﾚﾂなど) ４６.５
６ みそ汁･豚汁･けんちん汁 ４４.４
６ そうめん･うどん･そば ４４.４
８ サラダ(ポテト･野菜など) ３８.４
９ スパゲティ ３６.４
10 肉ジャガ ３１.３
11 冷奴 ２８.３
12 シチュー ２７.３
13 オムライス ２３.２
14 ハンバーグ ２２.２
15 焼魚(アジの塩焼きなど) ２１.２
⑯ 親子丼 １８.２
16 おひたし(ほうれんそうなど) １８.２
１ カレーライス ７７.８
２ みそ汁･豚汁･けんちん汁 ６８.５
３ 炒め物(野菜･野菜と肉など) ６３.０
４ サラダ(ポテト･野菜など) ６０.２
５ チャーハン ５５.６
６ 卵料理(目玉焼き･ｵﾑﾚﾂなど) ５３.７
７ 焼きそば･焼きうどん ５０.０
８ おひたし(ほうれんそうなど) ４９.１
９ シチュー ４８.１
９ 肉ジャガ ４８.１
11 そうめん･うどん･そば ４７.２
12 オムライス ４４.４
13 ハンバーグ ４１.７
14 焼魚(アジの塩焼きなど) ４０.７
⑭ 野菜の煮物(かぼちゃなど) ４０.７
16 スパゲティ ３８.９
17 冷奴 ３７.０
男女共通の16項目のｔ検定：Ｐ＜0.005
注：1) ○で囲んだ項目は, 男子のみ, 女子のみから選択された項目
2) 男子Ｎは, １年生男子が料理を１品以上作れると回答した者の数
女子Ｎは, １年生女子が料理を１品以上作れると回答した者の数
3) 女子については20％以上の項目は次の通り｡
ギョウザ３０.６％, 酢の物２９.６％, 親子丼２８.７％, ごまあえ２７.８％,
煮物(野菜と肉の取り合わせ)２５.９％, トンカツ２５.９％, てんぷら２２.２％,
グラタン２１.３％, きんぴらごぼう２０.４％
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表４ 大学生が作れない料理 (上位13位)
男 子 (Ｎ＝188) 女 子 (Ｎ＝242)
料理名 ％
男女
共通
項目
おふ
くろ
の味
行事
食
料理名 ％
男女
共通
項目
おふ
くろ
の味
行事
食
１ おはぎ ０.５
１ 筑前煮 ０.５
３ おからの煮物 １.１
４ 赤飯 １.６
５ 煮豆(大豆･黒豆など) ２.１
６ ひじきの煮物 ３.２
６ 茶わん蒸し ３.２
８ 漬物 ４.３
９ 八宝菜 ４.８
10 寿司(ちらし･いなり･のり巻きなど) ５.３
10 酢豚 ５.３
10 グラタン ５.３
13 まぜ御飯(菜の花ご飯など) ５.９
13 ごまあえ ５.９
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◎
◎
◎
◎
☆
☆
☆
１ 赤飯 ０.８
２ おはぎ ２.５
３ おからの煮物 ６.２
４ 八宝菜 ７.０
５ 酢豚 ７.９
５ 煮豆(大豆･黒豆など) ７.９
７ 筑前煮 ９.１
８ 茶わん蒸し ９.９
９ まぜ御飯(菜の花ご飯など) １１.２
10 雑煮 １２.０
11 漬物 １２.８
12 寿司 １４.０
(ちらし･いなり･のり巻きなど)
12 刺身(魚) １４.０
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◎
◎
☆
☆
☆
☆
男女共通の11項目のｔ検定：Ｐ＜0.005
注：1) ◆ 男女共通にあげられた項目
◎ ｢おふくろの味｣
☆ ｢行事食｣
2) ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣ は富山県の郷土料理で, 特殊なので除いた｡
(％)表５ 大学生が自分で作れる ｢おふくろの味｣ の比率
おからの煮物 ひじきの煮物 ごまあえ きんぴらごぼう 煮豆
男子 1.1 3.2 5.9 9.6 2.1
Ｎ＝188
(22.8) (47.2) (41.6) (48.4) (38.4)
女子 6.2 15.3 25.6 28.1 7.9
Ｎ＝242
(28.4) (52.0) (57.2) (65.6) (38.8)
ｔ検定： ** Ｐ＜0.025
注：1) ( )は母が日常よく作る割合でＮは男女各250
2) 表中の男子と女子のＮは, 料理を１品以上作れると回答した者
＊＊
作れる料理数も多いだろうと考えた｡ そこで, ｢おふくろの
味｣ 伝承希望群について, 48項目の料理のｔ検定を行ったと
ころ, 男女間に有意差が認められた (Ｐ＜0.01)｡ ｢べっこう｣
と ｢かぶらずし｣ は, 富山県の郷土料理であり, 特殊なので
ここでは除いて48項目とした｡
また, 有職の母と無職の母とでは, 時間的に余裕のある後
者の方が ｢おふくろの味｣ を作るのではないかという仮説を
立て, ｔ検定を行ったところ, 次の結果を得た｡
ａ. 男子の無職の母と女子の無職の母との間には有意差が
認められた (Ｐ＜0.05)
ｂ. 女子の有職の母と無職の母との間には有意差が認めら
れた (Ｐ＜0.05)
さらに, ｢おふくろの味｣ を伝承希望群の男女は, 結婚後
の料理への対応にも現実感を持っている可能性が高いと考え,
調べると, 結婚後に対応を考えるとする者よりは, 折衷案を
創出したいとする者の方が多く現実性を垣間見ることが出来
る｡ (男子46.9％, 女子62.1％)｡ 男女間には有意差が認めら
れる (Ｐ＜0.025 )｡
2) ｢行事食｣
表６に示すように, 行事食としての料理を６項目用意し,
男女大学生がこれらを自分で作れるという意識に相違がある
かどうかｔ検定をしたが, 有意差は認められなかった｡
時間的余裕の有無という点から, 有職と無職の母との間に
は, 行事食を作る頻度に違いがあるだろうとの仮説を立て,
ｔ検定を行ったところ, 女子の母については, 両者間に有意
差が認められた (Ｐ＜0.05)｡
年齢的に見ると, 51歳以上の母親は ｢おはぎ｣ (男子41.9
％, 女子21.4％) と ｢赤飯｣ (男子23.8％, 女子35.5％) を50
歳以下の母親よりも頻繁に作っている｡ この傾向は男女に共
通である｡
母親の出身県別に見ると, 富山県の郷土料理である ｢べっ
こう｣ と ｢かぶらずし｣ を日常よく作るのは, 表７に見るよ
うに富山県出身の母親であり, これは男女に共通である｡
考 察
目的に記した４点から考察をする｡
1) 大学生が母の料理をどのように受容しているのかとい
う点については, 男女大学生は良好な評価をして受容してい
るとみて良い｡ 数種の視点の中でも, 特に料理が上手で和風
料理が得意であることは, 受容度が高い｡ 男女大学生が, 母
が日常よく作る料理とした上位20位の料理 (表２) は, 極め
て一般的な料理であり, 母がおかずとして思いつくベスト20
項目という見方もできる｡ これらは調理するために鍋も一つ
ですむものが多く, 短時間でできる｡ 反面, ①酢豚 (男子
母の料理の受容
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(％)表６ 大学生が自分で作れる ｢行事食｣ の比率
おはぎ 赤飯 炊き込み御飯 寿司 雑煮
男子 0.5 1.6 14.9 5.3 10.1
Ｎ＝188
(16.4) (20.4) (60.4) (37.2) (37.6)
女子 2.5 0.8 23.1 14.0 12.0
Ｎ＝242
(12.8) (19.2) (68.8) (50.0) (37.6)
ｔ検定：有意差なし
注： 1) ( )は母が日常よく作る割合でＮは男女各250
2) 表中の男子と女子のＮは, 料理を１品以上作れると回答した者
3) ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣ は, 富山県の郷土料理であり特殊なので除いてある｡
｢べっこう｣ を作れる者は, 男子0.5 ％, 女子0.8 ％であり, ｢かぶらずし｣ は,
男子0.5 ％, 女子1.7 ％である｡
(％)表７ 母の出身県別母の作る｢行事食｣
母の出身県 べっこう かぶらずし
男子
富山県
Ｎ＝62 11.3 14.5
他府県
Ｎ＝188 2.7 4.8
女子
富山県
Ｎ＝97 14.4 11.3
他府県
Ｎ＝153 4.6 5.2
有意差なし
31.2％, 女子29.2％ ー以下この順に述べる) ・②グラタン
(28.8, 31.2) ･③八宝菜 (23.2, 27.6) ・④おからの煮物
(22.8, 28.4) ・⑤筑前煮 (14.8, 26.4) は, 調理するのに鍋
も一つでは足りず, 短時間でできず, そろえるべき材料も数
多いので50項目中では下位に位置している (べっこう・かぶ
らずし・おはぎ・赤飯を除く)｡ 母も日常これらを余り頻繁
には作らないために, 男女大学生も, これらをあまり作れな
いという結果になっている｡ 母の料理を巡る要素の中でも,
短時間でできること, 有職なので冷凍食品を利用すること
(短時間におかずを一品なり増やすという目的がある), ｢子
供中心｣ に献立を作成すること, ｢行事食｣ を作る頻度など
は, 男女大学生にそのまま継承される傾向が強い｡ 母のし方
は母の料理に対する大学生の受容度が高いほど, 継承され易
い｡ 調理技術 (材料の切り方, 煮方, 味付けのし方など) も,
母から男女大学生に継承されると考えられる｡ この中の味付
けについては, 結婚が男女大学生が母から継承した味付けの
変容する機会の一つである｡ それはいわゆる ｢おふくろの味｣
を自分の子に伝承したい群 (一般的に料理への関心が高い群)
が, 結婚後に相手との折衷案を創設したいとしているからで
ある (男子41.6％, 女子59.2％)｡ 折衷案の創出によって,
母から継承した味付けは, 多少変化する｡ 継承という言葉を
伝承に置き換えて言うと, 伝承が繰り返されるたびに, 母の
味付けは少しずつ変化する｡
2) 母が日常よく作る料理の中で, 男女大学生が自分で作
れる料理 (本を見ないで, 誰にも聞かないで) を表３からみ
ると, 鍋に材料をいれて, 炒める・焼く・煮る・茹でるの中
のどれか単独の調理技術を用いれば作れるもの, 何回作って
もおよそ同じにできあがる失敗の少ないものばかりである｡
男女大学生がよく作る ｢冷奴｣ は, 簡単な料理である｡ 男子
学生は作れないが, 女子学生は作れる ｢野菜の煮物｣ は, で
きあがりの柔らかさが重視されること, 味付けが難しいこと
から, 作り慣れていないと作るたびにできあがりが違い, 意
図する通りに作れない｡ それゆえ男子学生には敬遠されるの
であろう｡ 女子学生がこれを作れるので, 男子学生よりも女
子学生の方が調理技術が優れている｡ 大学１年生男女が共通
に作れる料理16項目の各比率をみると (表３), すべて女子
学生の方が高い｡ 大学入学時において, すでに調理技術には
男女差があるが, これは, それまでの女子学生の生活経験に
由来するものであろう｡ それらは, 女子の方が一般的に料理
に対して関心度が高い (最近は趣味として関心を持つ男子も
いるが), 母親が食事作りの役目を女子に期待するなどであ
ろう｡
3) 学年進行 (生活経験の多少) によって, 作れる料理数
が増加するのは, 女子学生のみである｡ 女子学生は気分的に
余裕のあるときに, 食事作りをする傾向があるが, 男子学生
はそれをしないのであろう｡ この男子学生も父親になり, ラ
イフステージの別の位置に立った時, 作れる料理数が増加す
る者の比率が大きくなることは容易に想像がつく｡ 女子学生
も母親になると同様のことが言える｡ これは表６からみると
｢おはぎ｣ や ｢赤飯｣ を作る母親の比率は女子学生のそれよ
りも, はるかに大きいからである｡ 男女大学生の作れる料理
数が大学１年生の現在は少数でも, 将来には増加することを,
彼らのライフステージに位置づけて眺める必要がある｡
4) 自分で食事を用意できる能力の養成 (向上) に向けて
の提案をする｡ 人間の食事の基本的な行動は, 作る・食べる・
食事文化を継承することである12)｡ 自分で作れる料理数を増
やすには, 根本的には, 特定の料理の作り方を一つ一つ覚え,
増やしていく以外に方法はない｡ しかし, 男女大学生の場合
は, ある程度栄養を考え, 自分の空腹を満たせば良いので
(家族のために作るのではない), その視点から考える｡
① エンゲル係数は, 自分で料理を作ると小さくてすむこ
とを再認識させる｡ 学生のそれは30～50％であるという13)｡
② 六つの基礎食品群から食品を組み合わせて食べること
が, 適切にできるように, 主食・主菜・副菜という食べ方を
紹介する｡
③ インターネットで料理の作り方 (レシピ) を検索する
方法を紹介する｡ 最も一般的な方法は, テレビ (NHK など)
の料理番組がインターネット上で公開しているレシピを見る
ことである｡ 又, 企業のレシピ (味の素やハウス食品など)
をホームページから検索できる｡ ホテルオークラもレシピを
公開している｡ YAHOO に料理名を直接入力してもレシピ
が得られる｡ しかし, インターネット上でみるレシピには限
界がある｡ グラタンなど特定の料理について知ることの基本
は, 料理を食べて味わうこと (色や香りを楽しむ) にあるが,
レシピからは, 実際に料理を見ての知見－視覚・味覚・嗅覚
などを通じての諸要素－は伝わって来ない｡ この短所を理解
させた上で, レシピの持つ長所－誰が作ってもおよそ同じも
のが作れるーを活用させる｡
④ 電子レンジのみで作れる料理, フライパン一つで作れ
る料理, 鍋一つで作れる料理を紹介する｡ これらは, おいし
さの点からは欠けるが, 短時間に作れる点が長所である｡
⑤ 加工食品 (インスタント食品, 冷凍食品) を組み合わ
せて食事の献立を作ることを紹介する｡ 例えば, 冷凍食品の
ご飯に, レトルトのカレーを組み合わせてカレーライスを作
ることなどである｡
⑥ テイクアウト (持ち帰り) 弁当にプラスアルファをす
ることで, より栄養的な食事になることを紹介する｡ 例えば,
野菜 (キャベツ・ブロッコリーなど) を電子レンジで加熱調
理して, おかずを一品作り, 弁当に加えることである｡ みか
ん一個や牛乳一本を付け加えるのはもっと簡単である｡ テイ
クアウト弁当の欠点 (脂肪や塩分のとりすぎ・野菜類の不足)
を強調するよりは, それの活用方法を紹介する方が実際的で
ある｡
⑤と⑥は, 自分の好みの献立を組み立てる能力が必要であ
る｡ 上記①～⑥を単独で又は数種組み合わせて, 活用するよ
うに指導する｡
結 論
男女大学生の母の料理に対する受容の状況は良好で, 母の
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日常よく作る料理は, 彼らに継承されている｡ 継承された料
理は, 炒める・焼く・煮る・茹でるなどの調理技術を単独に
用いるものが多い｡ 男女ともに作れる料理数が少ないことか
ら, インターネット上でのレシピの検索法やテイクアウト弁
当の活用法など, 食生活環境に合わせた ｢食べ方｣ を指導す
る必要がある｡
謝 辞
アンケートを実施するに当たり, ご協力くださった富山大
学の教官の方々, 学生の皆さんに深く感謝します｡
文献及び註
１) 木村修一, 山口貴久男, 川端晶子編著. 環境調理学. 建
帛社, 1997, 56頁.
２) 針谷順子, 足立己幸. ｢食事｣ づくりを意識した調理教
育の試み (第Ⅰ報) －日常的な料理の調理法の習得先とそ
れらの中での学校教育の位置－. 日本家庭科教育学会誌25
(1), 1982.
３) 針谷順子. ｢食事｣ づくりを意識した調理教育の試み
(第Ⅱ報) －自炊大学生についての大学入学前の調理経験
と食事内容との関連－. 日本家庭科教育学会誌29(3),1986.
４) 回収した調査票の中で, 日常の食事を作るのは主に誰か
との質問に, ｢父｣ と回答した調査票が６あったが, これ
らは排除して集計した｡ ｢父と男子大学生｣ ｢父と女子大学
生｣ という組み合わせは０であった｡ ｢母と女子大学生｣
という組み合わせの調査票は26あり, これらは全体的な集
計の中に入れて集計した｡
５) インターネットによる情報収集率は, 本調査では約2.0
％である｡ しかし, 調査結果によれば, ｢レシピのホーム
ページ｣ 利用率は68.3％で第１位である｡ そして, その利
用メニューの第１位は ｢日常の食事メニュー (惣菜など)｣
74.1％である｡ 年齢別には20代の主婦の利用率が最も高く
82.8％であり, 40代は71.0％である｡ その利用目的の第１
位は ｢作り方を知りたいから｣ 78.3％である｡ これも, 年
齢別には20代の主婦の利用率が最も高く82.2％であり, 40
代のそれは75.8％である｡ 調査対象の男女大学生も将来,
必要に応じてインターネットを利用することが予測される｡
資料出所：宝酒造 ｢インターネット使いこなし主婦に聞く
食生活意識と行動に関するアンケート｣
首都圏在住のインターネットを毎日利用している20代～50
代の主婦385人対象, 2002年１月調査. 食生活データ総合
統計年報2003年版.
６) 調査によれば, 冷凍食品を購入する主な理由は ｢少量必
要な分だけほしい｣ 26.0％, ｢おかずの品数を増やしたい｣
18.8％, ｢作るのが面倒｣ 18.0％, ｢忙しく時間がない｣
13.3％などである｡ この調査では, 冷凍食品を ｢ほとんど
購入しない｣ 者は11.2％で, 男女大学生の母の比率よりは
少ない｡
資料出所：マイボイスコム ｢冷凍食品の利用｣
Ｍy Ｖoiceの登録メンバーの女性8964人対象, 2002年８月
調査. 食生活データ総合統計年報2003年版.
７) ｢食卓によく登場するメニュー (ベスト10)｣ の調査結果
と本調査結果を比較すると, ４品が共通である｡ それらは
｢カレーライス｣ ｢ハンバーグ｣ ｢焼魚｣ ｢肉ジャガ｣ である｡
資料出所：MBK流通パートナーズ ｢食の総合サイトFood's －
Foo 『みんなの食卓アンケート夕食編』 ｣
全国の男女14925人対象, 2002年９月～10月調査. 食生活
データ総合統計年報2003年版.
８) 下記に引用する夫の得意料理 (27位まで挙げられている)
と男子大学生が作れる料理は, 13項目が一致する｡
両者はかなり類似性があると見做してよい｡ 一致する13項
目は次の通りである｡
資料出所： 日新ｵｲﾘｵ ｢2002年日本人の食卓風景｣
全国の20歳以上の主婦375人対象, 2002年４月調査.
食生活データ総合統計年報2003年版.
９) 料理をすることの中には, 技術を習得し, かつ向上させ,
応用する能力を養い, 料理の伝承をすることが含まれる｡
的場輝佳. 食物科学概論. 朝倉書店, 2003, p71.
10) 調査によると, 結婚前後, 食事作りで予想外のことがお
こった場合, それは ｢夫婦 (実家) の食 (味) の違い｣
15.0％, ｢味付け｣ 7.1％, ｢夫の好き嫌いが多い｣ 6.8％な
どであるという｡
資料出所：日新ｵｲﾘｵ ｢2002年日本人の食卓風景｣
全国の20歳以上の主婦対象, 2002年４月調査. 食生活デー
タ総合統計年報2003年版.
11) 調査によると ｢伝統料理の継承｣ に気をつけているとい
う主婦は60代以上が最も割合が多く16.1％, 最も割合の少
ないのは20代で3.9％である｡ 40代は8.7％, 50代は11.1％,
30代は5.7％であり, 年齢が上昇するごとにその意識は強
くなっている (平均は9.1％)｡ 地域別には, その意識の強
い順に, 北海道・東北13.0％, 関東10.7％, 中国10.2％,
東海・北陸10.1％などである｡
資料出所：日本しょう油協会 ｢第25回しょう油に関するモ
ニター調査より 『しょう油のイメージに関する調査』 ｣ 全
国のしょう油モニター484 人対象, 2002年９月～10月調査.
食生活データ総合統計年報2003年版.
12) 1)と同じ, 77頁.
13) 1)と同じ, 84頁.
母の料理の受容
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ﾁｬｰﾊﾝ 23.2％ 卵料理 6.9％ 親子丼 1.9％
炒め物 12.0％ みそ汁などの汁物 4.8％ ｵﾑﾗｲｽ 1.6％
ｶﾚｰ 10.4％ うどん 4.3％ ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ 1.6％
焼きそば 7.2％ 焼魚 3.5％ 肉ｼﾞｬｶﾞ 1.3％
ｼﾁｭｰ 0.8％

